
 

６．くらしの安全・安心の確保 

 

６．くらしの安全・安心の確保 
»福祉部、県民生活部 

１）交通事故・犯罪被害防止に向けた取組みの推進 

 犯罪をした人等への支援 

・犯罪をした人が再び罪を犯すことのないよう、兵庫県地域生活定着支援センターの

体制充実に努めるとともに、市・関係機関と連携して更生支援の推進を図ること 

 

 

 

1）   福祉局 相談支援課長 佐藤 賢次   078-366-0362 
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７．子育て環境・保健・福祉・医療の充実 

 

 

７．子育て環境・保健・福祉・医療の充実 
»福祉部 

４）保育・福祉施設等の環境改善 

 地域区分の見直しにかかる国への働きかけ 

・幼稚園・保育所等の公定価格や介護・福祉サービスの報酬、児童養護施設等の措置

費の地域区分については、今後の賃金水準や処遇改善の取組みを踏まえた水準とす

るよう、国に対して働きかけること 

・2025年４月からの地域区分の変更により、保護施設事務費が引き下げられた地方

自治体に対して、見直し前の水準に戻すよう、国に対して働きかけること 

 

 

 

  

（参考）「新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画  2025  年改訂版」（2025年６月閣議決定）抜粋

介護、障害福祉、保育における令和６年人事院勧告を踏まえた地域区分への対応については、隣接

した市町村等との級地格差による人材確保への影響も踏まえ、早急に検討を行い、次期報酬改定ま

でに必要な見直しを実施する

５）国⺠健康保険制度の安定化

  国⺠健康保険制度の安定化に資する事業の促進

・保険料水準の統一に向けては、円滑に移行できるよう市町と十分に協議を行うとと

もに、医療費適正化や収納対策などの市町の取組を評価し後押しするための新たな

インセンティブ制度について、必要な財政支援を行うこと 

 

 

4）   福祉局 介護保険課長 中川 信一   078-322-6226 

福祉局 障害者支援課長 西川 陽子   078-322-5229 

福祉局 くらし支援課課長（保護担当） 石原 隆司   078-322-5201 

5）   福祉局 国保年金医療課長 小林 謙作   078-322-5203 
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その他項目 
兵庫県予算に対する提案･要望 

神 戸 市 
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３．教育環境・保健・福祉・医療の充実  
»福祉部 

６）介護現場における就業環境向上に対する支援 

 カスタマーハラスメント相談窓口の拡充 

・訪問系職員のカスタマーハラスメント相談窓口について、訪問系職員だけでなく

介護現場で働いているすべての職員が利用できるよう、相談対象の拡充を行うこ

と 

７）高齢者・障害者の住環境の整備 

 人生いきいき住宅助成事業に対する財政支援の拡充 

・住宅改修に要する工事費だけでなく、制度の実施にあたり市町が負担している経費

である「住まいの改良相談員」の設置についても補助対象とすること 
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